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論文内容の要旨 

 

 コンピュータ機器の高性能化・低価格化や常時接続環境の普及などによって，ネットワークを介し

た遠隔機器操作やコミュニケーションを行うことが一般的になってきている．例えばテレビ会議や遠

隔授業などでは遠隔カメラ操作が必須であり，またメールやチャットなどはコミュニケーション手段

として一般にも浸透してきている．このような遠隔地間のインタラクションにおいては，データの処

理や通信に伴う遅延時間の発生は避けることのできない問題である． 

 これまでの遅延時間に関する研究の多くは，処理アルゴリズムや通信環境を改善したり利用者の行

為に対する応答をシステム側であらかじめ予測したりすることで遅延時間を減少させるというような，

いわばシステム中心の研究であった．しかし遅延時間を完全に無くしてしまうことは原理的に不可能

である．従って，逆に，遅延時間を無くすことを目的とするのではなく，遅延時間が利用者の認知や

行動の特性に及ぼす影響を詳細に検討し，遅延時間は存在するが利用者には遅延時間による悪影響を

感じさせないようにするという方向性の研究も考えられる． 

 さらに，単純に遅延時間の影響の軽減のみを目指すのではなく，遅延時間を用いてインタラクショ

ンに何らかの有益な効果を与える，あるいは個々の行動に対しては一時的な操作性の低下やコミュニ

ケーションの混乱があったとしても，作業全体を見た場合にそれ以上の有益な効果を与えることも考

えられる． 

 本論文では，まず，遠隔機器操作の例として遠隔カメラ操作を取り上げ遅延時間の影響を軽減する

遠隔カメラ操作インタフェースの提案および評価を行う．次に，テキストチャットを用いたコミュニ

ケーションに対する遅延時間の影響を効果的に利用した発言制御手法の提案および評価を行う． 

本論文は以下の 6章から構成されている． 

 第 1 章では，本論文の背景を述べた後，遅延時間がインタラクションに及ぼす影響に関する過去の

研究事例について機器やシステムの操作とコミュニケーションの 2 種類の側面からまとめ，その後，

本論文の目的と構成について述べている． 

 第 2 章では，一般的な遠隔機器操作の例として遠隔カメラ操作を取り上げ，遠隔カメラ操作に遅延

時間の及ぼす影響について評価を行っている．その結果，遅延時間が増加するとカメラ映像を確認し

ながら少しずつカメラの向きを変える「パルス操作」が増加しそれによって操作回数やタスク完了時

間が増加することを示している． 



 第 3 章では，まず遅延時間の影響を軽減する手法に関する過去の研究事例をまとめ，さらに遅延時

間の影響を軽減する遠隔カメラ操作インタフェースとしてドラッグ操作インタフェースとパノラマ画

像の利用の提案および評価を行っている．ドラッグ操作インタフェースとはカメラ映像を直接ドラッ

グすることでカメラを操作するインタフェースであり，パノラマ画像の利用とは事前に作成したカメ

ラの可動範囲全体のパノラマ静止画をカメラ操作に利用するものである．評価実験により，ドラッグ

操作インタフェースとパノラマ画像を利用することで遠隔カメラ操作において遅延時間の影響の軽減

が可能であることを示している． 

 第 4 章では，遅延時間を利用する場面として映像や音声，テキストなどのメディアを介したコミュ

ニケーションを挙げ，特にテキストチャットに注目し遅延時間による発言制御を提案している．遅延

時間による発言制御とは，よく発言する参加者の発言を遅延させることにより抑制することで発言を

したいにもかかわらず発言機会を失っていた参加者の発言を増加させる手法である．この章では遅延

時間による発言制御を実現するために発言送信時の遅延時間が参加者の発言に与える影響について評

価を行っている．その結果，遅延時間があるとその参加者の発言数が減少すること，および発言の多

い参加者の発言に遅延時間を付加することで他の参加者の発言数が増加することを示している． 

 第 5 章では，遅延時間による発言制御を実装し実験により評価を行っている．その結果，遅延時間

による発言制御を用いることでよく発言する参加者の発言を抑制し，それまであまり発言できなかっ

た参加者の発言を増加させ，グループ内の発言の割合を平均化することが可能であることを示してい

る．  

 第 6章では，本論文のまとめを述べている． 

 

論文審査の結果の要旨 

 

 本論文では，ネットワークを介した遠隔機器操作や遠隔コミュニケーションで避けることので

きない遅延時間の問題に着目し，遅延時間の問題を軽減することと，遅延時間の影響を別の問題

の解決に効果的に利用することという二つの方向性で研究を行っている．まず，遠隔機器操作の

例として遠隔カメラ操作を取り上げ，遅延時間の影響を軽減する新しい遠隔カメラ操作インタフ

ェースの提案および評価を行っている，その結果，実質的に大きく軽減することに成功している．

次に，テキストチャットを用いたコミュニケーションを例として，よく発言する参加者の発言を

遅延させることにより抑制することで，発言をしたいにもかかわらず発言機会を失っていた参加

者の発言を増加させるという発言制御手法の提案および評価を行っている．その結果，発言者間

での発言比率の平均化が可能であることを示している． 

 本論文で示す各手法はそれぞれが新しく有益なものであり，本論文での提案は，今日実現しつ

つあるネットワーク社会環境において，効率的かつ効果的にネットワークを利用するために，大

きく寄与するものと考えられる．特に，遅延時間を発言制御手法へ応用する研究は，これまで遅

延時間を邪魔者と考え遅延時間やその悪影響を減らす方向の研究が大多数であった状況に，新し

い研究方向を示したものとして評価できる． 

 本論文の内容は，主として，審査システムの確立している学会論文誌に，以下に示す 2 編の論

文として発表されており，2編とも申請者が筆頭著者である． 
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